
箏・サックスアンサンブル香音ひろしま 

私たちは箏とサキソフォンと朗読で結成したユニットです。

箏を担当している岡本スミエが 1998年、被爆「あおぎり」の

詩を作りました。横浜在住の箏演奏家で作曲家小谷恵子

さん作曲の「オーロラの祈り」をこの「あおぎり」の演奏のた

めに使うことを快く許可いただき十七絃箏とサックスで演奏

と朗読を行ったのがきっかけで結成いたしました。 

名前の由来は、伝統的な邦楽に加えて様々な音楽、ロ

ックやラテン、ジャズなどを箏で演奏できるように作曲・編

曲をされているギターリストの香登みのるさんの香をいただ

いて「香る音」カノンと付けました。また、ホ－ムグラウンドの

観音にもかけています。レパ－トリ－は、箏の古典曲、ポピ

ュラ－音楽、懐かしの昭和の歌謡曲、JAZZ などです。縁

あって広島市中区金座街の喫茶店 CaféＭランドで月 1回

のペースで 4 年間演奏させていただきました。(平成 26年

1 月閉店のため終了）公民館、児童館、老人施設、縁側サ

ロンなどでボランティア演奏をしています。そのほか被爆

70 年 24 時間チャリティコンサ－ト、二葉の里・聖光寺「夏

の夜祈りと平和の夕べ」、広島駅ひろちか on ステ-ジ、二

葉あき子歌碑建立 1周年記念コンサ－トなどで演奏。 

十七絃箏 岡本 廣陽（スミエ）   

生田流大師範。６歳から箏を始め、故芳川峰子、故中野節子、

小谷恵子、香登みのる各氏に師事。 「家庭音楽会」研究科終

了。 「香登みのると凪 WEST の会」会員。 「廣陽会」主催 箏・

17絃・三絃を教えています。 

Alto＆Tenner Sax・Clarinet 岡本 義信  

 1980 年～81 年 RCC ラジオ番組「演歌大学」専属バンドで演

奏。故井上敬三、安藤ひろし、藤井政美、小谷恵子、香登みの

る各氏に師事。定年後の趣味として演奏しています。   

「あおぎり」ユニット 朗読  坪井 寿子  

国立広島原爆死没者追悼祈念館朗読ボランティア。 

参加費 1000円 
高校生以下 無料 

認定 NPO法人 
ひろしまチャイルドライン子どもステーション 
〒７３０－００１３  
広島市中区八丁堀 7－１１広島 YMCA気付 
TEL/FAX   082-233-8655 
事務局携帯 090-7998－6113 

E-mail hiroshima-childline@fine.ocn.ne.jp 

後援：広島市教育委員会 

先日発表されたデータでは、「いじめ」「虐待」「不登校」に関して、それぞれ数字が増えており、子どもた

ちを取り巻く環境が良くなるどころか、その改善が見えてこない状況です。 

 チャイルドラインに届く「子どもたちの声」を知っていただき、「子どもの育ちを見守る」ことについて

考える時間になればと思います。ご家族皆さんでご参加ください。 

2018 年

mailto:hiroshima-childline@fine.ocn.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所 

〒   -           

            

電話番号 
  

氏名 
  

参加者 
おとな               名   ・  子ども(無料)            名 

＊個人情報は本目的以外には使用いたしません。 

＊参加協力チケットのお申し込みは・・・ 

ひろしまチャイルドライン子どもステーション事務局（TEL/FAX ０８２－２３３－８６５５）または 

事務局携帯（０９０－７９９８－６１１３）へお申込みの上郵便振替にてご入金ください。入金確認後チケットを郵送

いたします。 

ご入金口座は、郵貯銀行 口座番号 ０１３１０－０－８４５７１ 

                 口座名  特定非営利活動法人ひろしまチャイルドライン子どもステーション 

 *通信欄に「ひろしまチャイルドライン箏・サックスアンサンブル香音ひろしまコンサート」 

参加協力チケット代とお書きください。 

18 歳までの子どもの声を市民のボランティア活動として電話で聴き続けて 18 年目になりました。この間、子

どもたちからたくさんの話を聴かせてもらいました。先日発表されたデータでは、「いじめ」「虐待」「不登校」に

関して、それぞれ数字が増えており、子どもたちを取り巻く環境が良くなるどころか、その改善が見えてこない

状況です。子どもたちの育ちに寄与したいとの思いを持ちながら、元気で明るく育ってほしいと願いながら受話

器に耳を傾け続けています。 

子どもたちへは、名刺大のカードを学校を通じて配布していただき、電話番号を知らせています。が、大人

たちへの広報は、隅々まで届かず、力不足を実感しています。子どもたちを取り巻く環境が改善されない今、

大人たちが、子どもの状況を知り、大人としてできることを考えることが、社会から求められていることであると

考えます。私達の活動は、草の根活動ですので、少しずつ 1 歩ずつその活動の輪を拡げ、一人でも多くの大

人たちが、子どもの育ちを見守ることこそ、子どもたちの安心、安全が確保できるものと信じています。 

 

子どもたちを 社会全体で応援していく環境をつくっていくために・・・ 

 

チャイルドラインを 全ての子どもや大人にも知ってもらうために・・・ 

 

チャイルドラインへの ご支援ご協力を 

 

お願い申し上げます。 

 

チャイルドラインは、子どもの声に耳を傾け、子どもの気持ちをありのままに受け止め、共感

することによって、子どもの心を解放し、自立を支えることを目的としています。 

 




